
４
月
27
日
、
第
62
回
国
民
体
育
大
会
秋

田
わ
か
杉
国
体
に
関
連
し
、
当
町
で
開
催

さ
れ
る
デ
モ
ス
ポ
行
事
、
﹁
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
﹂
の
実
行
委
員
会
設
立
準
備
会
が
峰
栄

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
モ
ス
ポ
行
事
と
は
、
国
体
本
大
会
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
こ
と

で
、
県
内
10
市
３
町
で
21
の
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
八
峰
町
で
は
９

月
２
日
に
水
沢
山
ブ
ナ
の
森
公
園
で
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

準
備
会
に
は
加
藤
町
長
始
め
、
秋
田
県

山
岳
連
盟
や
町
内
の
自
然
環
境
関
係
団
体

等
の
代
表
者
が
出
席
し
、
行
事
の
実
施
行

程
・
要
綱
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
各
団
体

で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
大
会
ま
で
の

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
大
会
へ
の
参
加
申
し
込
み
の
受

付
は
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
実
施
要

綱
や
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳
細

は
、
５
月
に
開
催
さ
れ
る
実
行
委
員
会
で

決
ま
り
ま
す
の
で
、
後
日
町
民
の
皆
様
へ

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
両
協
会
の
総
会
、
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
峰
町
芸
術
文
化
協
会
総
会
は
４
月
27

日
に
峰
栄
館
で
開
催
さ
れ
、
会
員
45
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
事
業
を
振
り

返
り
、
協
会
の
よ
り
よ
い
運
営
の
た
め
の

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
28
日
に
は
八
峰
町
体
育
協

会
評
議
員
会
が
あ
き
た
白
神
温
泉
ホ
テ
ル

を
会
場
に
行
わ
れ
、
47
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
体
育
協
会
加
盟
団
体
へ
の
助
成
金
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

右
記
協
会
に
加
盟
す
る
芸
術
文
化
団

体
、
体
育
関
係
団
体
で
は
、
随
時
新
規
加

入
者
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
の
諮
問
を
受
け
て
、
４
月
16
日
フ

ァ
ガ
ス
に
お
い
て
平
成
19
年
度
八
峰
町
奨

学
生
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八峰町教育委員会

生涯学習課

山本郡八峰町八森

字中浜196-1

TEL 0185-77-2816

FAX 0185-77-3230

今
回
は
16
名
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
応
募
者
全
員
を
奨
学
生
に
選
考
す

る
旨
の
答
申
が
な
さ
れ
、
16
名
全
員
が
奨

学
生
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
大
学
生
８
名
、
短
期
大
学
生

３
名
、
専
門
学
校
生
５
名
で
す
。

３
月
に
募
集
し
ま
し
た
秋
田
わ
か
杉
国

体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会
の
大
会
旗
・
炬
火

リ
レ
ー
走
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

︿
小
学
生
﹀
石
嶋
翔
天
真
、
加
藤
江
莉
、

大
山
稜
正
、
石
井
茜
、
須
藤

璃
美
佳
、
菊
地
生
馬
、
佐
々

木
亮
、
鈴
木
萌
加
、
阿
部
聖

也
、
佐
藤
七
絵
、
小
沢
龍
馬
、

薩
摩
優
花

︿
中
学
生
﹀
奈
良
克
泰
、
工
藤
瞳
子
、
渡

邊
大
輔
、
田
村
真
実

︿
一
　
般
﹀
熊
谷
誠
、
山
本
太
志
、
若
狭

武
彦
、
今
井
東
長

大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
と
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
た
る
も
の

で
、
国
体
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
合

同
で
行
い
ま
す
。
﹁
未
来
へ
つ
な
ぐ
白
神

の
火
﹂
と
し
て
能
代
山

本
を
リ
レ
ー
し
、
八
峰

町
で
は
８
月
31
日
︵
金
︶

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

設　立　準　備　会

秋
田
わ
か
杉
国
体
デ
モ
ス
ポ
行
事

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

八
峰
町
芸
術
文
化
協
会
総
会
、
体
育

協
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

体育協会評議員会の模様

平
成
19
年
度
八
峰
町
奨
学
生

16
名
が
決
定
し
ま
し
た

お
問
合
せ

秋田県国体・障害者スポーツ大会局　大会総務課
秋田市山王三丁目１−１
TEL 018−860−5005（総務企画班）

018−860−5007（障害者スポーツ大会運営班）

全国から参加する皆さんを心温かく迎えるとともに、競技の健闘を祈って精一杯のエールを送

りましょう！

国体開会式では「式典前演技〈人間賛歌〉」として、古代から未来にいたる秋田の自然の豊かさ、

文化の豊かさ、人の心の豊かさをマスゲームや郷土芸能で表現し、躍動感あふれる演技が繰り広

げられます。また、障害者スポーツ大会開会式の｢式典演技〈いのちの賛歌〉では、「ようこそ秋

田へ」の気持ちを竿燈や歌と踊りで表現し、会場の皆さんと心ひとつになる演出をします。

【第62回国民体育大会　開会式概要】

●日　　時 平成19年９月29日（土） 開場：午前９時30分

●場　　所 秋田県立中央公園県営陸上競技場

●予定席数 一般席　　　約　7,220席

車いす席　　約　 120席

情報保障席　約　 160席

※全席無料です。

※情報保障席とは、聴覚に障害のある方のための席です。

【第７回全国障害者スポーツ大会　開会式概要】

●日　　時 平成19年10月13日（土） 開場：午前７時30分

●場　　所 秋田県立中央公園県営陸上競技場

●予定席数 一般席　　　約　1,000席

車いす席　　約　 120席

情報保障席　約　 200席

※全席無料です。

お申込みにあたって

開会式を閲覧するためには、「一般観覧者入場券」が必要となります。当日券はございません。お申

込みは、

１　申込ガイドにある申込用紙を郵送

（国体・障害者スポーツ大会局への持参も可）

２　秋田わか杉国体ホームページ（http://www.pref.akita.jp/kokutai/）もしくは

秋田わか杉大会ホームページ（http://www.pref.akita.jp/kokutai/index2.htm）

にある入力フォームから

入場券申込ガイドを役場八森庁舎、塙川出張所、並びに八森・峰浜各公

民館に設置してありますので、詳しくはそちらをご覧ください。

秋
田
わ
か
杉
国
体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会
大
会

旗
・
炬
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ま
し
た
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か


